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はしがき

原産は今まで、節目々々の年に、「日本の原子カーー15年の歩み」

(1971)と 「原子力はいま一 日本の平和利用30年」 (1986)を刊行

して、日本の原子力開発全体の歴史を、その時点での若千の評価を

加えつつ、取りまとめてきた。いずれも「年表」を別冊で付し、国

内 。国外の原子力関係の出来事を、関連する或いは背景となる各時

代の事項と対比して記載している。

しかしこれら既刊の二書は、政府 。民間の原子力関係組織全ての

活動を、出来るだけ幅広く公平に記述することに意を用いたし、ま

た原産自体の活動の多くは、その性質からして時間を経て始めて評

価が定まるものでもあり、それに発行者としての謙譲の気持も加わ

って、むしろ抑え気味に書いてある。したがつて、原産の関係者や

事務局職員の名前などを含め、「原産Jと いう組織や活動の姿は、

ほとんど浮き彫りにされていない。

最近「名前だけで何をしている会社か、判りますか」という広告

文を時々みかけるが、原産の発足当時、原子力関係者は僅か千人に

満たなかったのが数十万人となった今、原産も自らの姿を積極的に

自ら描くことは、むしろ必要になったといえよう。

本書は、45年余に及ぶ「原産」の活動の記録を掘り起こして年表、

図表に取りまとめ、またそこで働いた延べ五百人余りの事務局職員

全ての氏名 。勤務期間等を整理掲載した。また巻末には、歴代の原

産会長に、原産活動の相手役の大臣・役所幹部等を対置した一覧表

等を付してある。

それに加え、原産の重要な活動にまつわる1990年 までの「31の

秘話」を、この際思い切って執筆・掲載した。これらは初公開のエ

ピソードや裏話として意外性に富むばかりでなく、原産活動の広さ

と深さ、さらに厳しさを映し出している。これら秘話の中には、既

に鬼籍に入られた方々に確かめたい部分もあるけれども、読み返し

て見ると、結果としてこれらの方々への鎮魂の文章となっており、

もって寛恕を願うほかない。

この本は、原産の直接の関係者ばかりでなく、長い問われわれに

協力・叱咤を頂いた各界の方々にも、懐かしい思い出を蘇らせ、ま

た今後の原子力開発のあり方を考える上で若千の参考になるもので



あろう。同時に、原子力開発50年 を契機にとりまとめられるであ

ろう「史書」の底本の用も果たし得ると考えている。その意味でも、

「秘話」もふくめ本書に登載した史実やその評価などについて、読

者の皆さまからご意見等があれば、是非聞かせていただきたいo

なお本書の作成は、坂本俊、喜多尾憲助の両氏が中心となったが、

資料蒐集には多くの新旧職員等から協力をいただいたo
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曇昭和31年 1月 、正力松太郎初代原子力委員長は、橋本清之助 (電力経済研究所常務理事)、

松根宗― (電気事業連合会専務理事)、 植村甲午郎 (経済団体連合会副会長)各氏を招い

て、政府が原子力委員会を中心に各省庁一体になって開発に取 り組むことになった今、民

間も幾つかの原子力調査組織を「大同団結」して一つの総合団体を結成してほしいと要請

した。その結果、僅か2カ 月後、社団法人「日本原子力産業会議」 (原 産)が発足したの

である。

りこの正力氏の緊急な要請のきっかけは、実はその数日前の橋本からの提言であったoこ

の二人は共に「勅選貴族院議員」として、終戦前から親しい関係にあった。 (貴族院は貴

族と多額納税者に限られていたが、両氏 ら二人が僅かの例外として戦争末期に任命され

た。)正力氏は読売新聞社主として、ゴルフと商業テレビの導入成功に続 き、事業家とし

て原子力に強い関心を持っていたが、原子力発電はやはり国民合意で進めるべきものと認

識し、敢えて政界入りした。鳩山内閣では重要閣僚のポス トすべてを断り、国務大臣 。科

学技術庁長官 。原子力委員長を強 く買ってでたo鳩山総理もその意気を評価し「副総理」

として処遇した。同氏は、国会の強力な原子力議員グループーー中曾根康弘 。前田正男 。

志村義男・斉藤憲三・岡良一氏ら一一 と緊密に連絡し、また橋本清之助には折りにふれ相

談していたo

●橋本は電力経済研で同じ常務の津野田知重氏と相談しながら、事務局の早川淳一や山分

美治らとともに、外部の専門家 (茅誠司 。伏見康治 。杉本朝雄ら大御所と、大塚益比古・

服部学 。森一久 。末田守らの若手)や ジヤーナリス ト (朝 日の田中慎次郎・渡辺誠毅氏に

毎日の河合武氏 ら)の意見・情報を聞きまたその協力を得て、海外状況の調査と資料作

成 。頒布を行ない、これらのメンバーで「原子力平和利用調査会」が活動していたoま た

ちょうど設立されたばかりの米国原子力産業会議 (シ スラー会長)と 連絡をとり、ロビン

ス事務局長から多くの情報の提供を受けるなど関係を深め、米原産の「外国会員」の登録

も済ませていた。橋本はそのような活動を通じて、先進国との間の決定的な遅れを痛感し、

日本も各界一九となって原子力開発に取り組むことの緊急性を正力氏に強く訴えたのであ

った。

番団体の組織を統合

り当時各界では次頁の「前史」にあるようにそれぞれ活動を始めており、電力中央研究所

内には、原子力に関心を持つ民間各社を会員に「原子力発電資料調査会 (安川第五郎会長)」

がぁって、第1回 ジユネーブ会議 (1955年 )の論文を翻訳 。分析していたoま た経団連に

は、正力松太郎氏と石り!|一郎会長らで構成する「原子力平和利用懇談会」があり、情報交

換や政策論議を始めていた。さらにメーカーでもそれぞれ1日 財閥系でまとまって、研究会

などをつくつていたo

●原産の発足にあたり、これらの活動はすべて原産に統合されることとなり、電力経済研

の原子力に関する活動・資料ならびに米原産の会員権などすべてを引き継いだ。したがつ

て初期の活動や刊行物などは、電力経済研の「平和利用調査会」 (以下、平和調と略称)

のものを継承したものが大部分で、改題されて現在まで続いているものも多い。
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里 電力再編成により日本発送電 (株)解体、「9電力体制」発足

里 日本放射性同位元素協会 (現日本アイソトープ協会)設立

フー 米政府、Rの輸出規制を大幅緩和

堕 東京

猛 鞘 閻

石

鱚 稟 報交換を認める原子力法あ修コ こ署名

1220米実験高速増殖炉EBR l、 初の「原子力電灯Jともす

1226民間貿易によるRl輸入第1便到着

410米原子力産業会議 (AF)設立

428対日講和条約発効

627学術会議、原子核特別委員会を設置

■ 雹堀眩甦石霧 ∫ 満、月順造理事ヨ 発足、橋本清之助常務理事就任

116学術会議、第39委員会 (原子力問題検討)委員会を設置

6- 電力経済研究所、新エネルギー研究委員会設置

812 ソ連、新型水爆実験

ヱニ稗
T巫霧0)]詐琲饒Fkス襲け盾Tlフォァピ刻捩

含む原子力法改正を提案 (830成立)

227学術会議、原子力研究に関し公聴会開催

聾 米、新型水爆実験 (第五福竜丸被災)

314第五福竜丸焼津に帰港。国内にその放射能汚染の波紋広がる

318学術会議原子核特別委員会、原子力平和利用研究3原則を提言

墨 初の原子力予算成立 (2億 3′ 500万円、32保守3党提出)

511 政府、原子力利用審議会設置 (のち、原子力利用準備調査会に改称。原子力委員会の前身)

618電力経済研究所、原子力産業利用促進について建議

62フ ソ連で世界初の実規模原子力発電所 (5,000kW)運 転開始

123国連総会、放射線影響に関する科学委員会を設置

1214電力中央研究所、原子力発電資料調査会 (安川第五郎会長)設置

1225政府、初の海外原子力調査団 (団長 藤岡由夫東京教育大学教授)派遣

４

　

淑

217米大統領、友好国との情報交換、核物質の放出、原子力発電への民間参カロなどを

重累 濶 T『電澪鋸繁燒 肇賣テキヽ が国の原子力発電開発間田こ対
する見解」を発表

620電力経済研究所、米原子力産業会議 (AIF)に 加盟

堕 知

T蟷 辱ξ51ネーブ錦 匿 力剛 棚 醗 舗

畳」 翼翼象讐荘L贖 層孟詔彙菖鰤 ざ 烹     ):71公 会堂で始まる

111 東電、社長室に原子力発電課設置

1114日 米原子力研究協定言周印

112211e山一郎内閣発足。原子力担当大臣に正力松太郎氏就任

望賣][蠍衆盪軋警愈巡鰈労



各界|の熱意を結果
活動の基礎回める


